
          令和７年２月２１日 

保護者 様 

名古屋市立栄生小学校長 

佐 藤 明 子 

 

令和６年度 学校評価について 

  

日頃は、本校の教育活動にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。１年間の本

校の取り組みについて、「学校教育に関する質問」に回答いただきありがとうございました。 

 ４月に示した学校グランドデザインの達成度を評価できるよう、職員自己評価・保護者へ

の質問・児童への質問を実施し、その結果を集約し学校評議員・学校関係者の方々からご意

見をいただきました。児童の「学習」や「生活」についての質問の結果、保護者から見たお

子様の様子についての質問の結果、教職員から見た学校についての質問と結果を掲載いたし

ました。これからも、みなさんの意見に耳を傾けながら、児童が楽しく充実した学校生活を

送ることができるように努力してまいります。 

 この評価結果を考慮し、来年度のグランドデザイン、学校運営方針を検討していきたいと

考えています。今後も、本校教育にご理解とご支援をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

① 学校へ行くのが楽しい。 

 

⑥ 相手のことを考えて行動している。 

 

児童の回答 

良かった点 
 ④の学校行事に楽しんで取り組めている児童の割合が高かった。運動会で競争遊戯ではなく表現運動
を行ったことで、練習時から意欲的に取り組めた児童が多かったようである。 
課題と対策  
 質問②、相手のことを考えて行動している児童の割合がもっと増えると良い。そのために、人権教育
で様々な立場の方とのふれ合いを行うことや、友達と関わり合いながら学ぶ活動を重視していきたい。 

 

③ 他学年の子とも仲良くしている。 

 

② あいさつが、しっかりとできる。 

 

④ 学校での行事に楽しく取り組んでいる。 

 

⑧ 学習のことや友達のことなどで困っ

たときは、相談できる大人の人がいる。 

 

⑤ 手洗い・うがいやマスクの着用、身の回り

を清潔に保つなど、健康に気を付けている。 

⑦ 自分で学習の計画を立てたり、振り

返ったりすることができる。 

 

％ 

児童への学校や生活についての質問 

⑨ 家の人は、学校の様子をよく知って

いる。 
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学校評議員会では、「分からないときに、自分から聞く習慣が自由進度学習の取り組みの

の中で育ちつつある」「たてわり活動で異年齢の友達との関わりを大切にしていることが伝

わってくる」という意見をいただきました。 

① 毎朝元気に学校に出かけている。 

 ② 挨拶ができるようになっている。 

 

⑧ 困ったときに大人に相談できる。 

 

％ 
① 児童は学校生活を楽しく送ることができている。 
 
② 児童は挨拶をしっかりとすることができる。 
 
③ 児童は、たてわり活動で異学年交流を楽しみな
がら活動している。 

 ④ 適切に学校行事を行うことができた。 

⑤ 児童は、積極的に運動したり、手洗い・うが

いをしたりするなど健康な体づくりを意識し
て生活している。 

 ⑥ 人権教育や道徳教育を通して、児童は、友達や

周りの人を大切に思うことができるようになっ
てきている。 

 ⑦ 学校努力点の「自律して学び続ける子の育成」

で、児童は自分で学習を計画したり、振り返った
りすることができるようになっている。 

 ⑧ 児童は、困ったときに相談できる人がいる。 

教職員から見た学校評価 

良かった点  
 ④の普段の学校生活や行事を楽しいと言っていると答えた保護者の割合が多かった。限りある授業時
間数の中で、できる限り児童が意欲的に取り組めるよう工夫している。 
課題と対策 
 質問⑦の学校努力点の取り組みが、自分で考えて学習に取り組む力を育てることを目標として行って
いるが、来年度この力をさらに伸ばすことができるようにしていきたい。 

 

良かった点  
 ⑤の健康的な体づくりを意識できている児童が多い。「栄生っ子すこやか週間」の取り組み等が良か
った。今後は、体育集会を充実させ、児童がより運動に親しむことができるようにしていきたい。 
課題と対策  
②の挨拶が課題である。一人一人が挨拶をすることの大切さを感じることができるように、話をして

いきたい。また、教職員・保護者ともに、大人がその見本となっていくことが大切だと考える。 
 

 

④ 普段の学校生活や行事を楽しいと言っ
ている。 

 

⑨ 学校だよりやホームページにより、積極的

に教育活動について保護者に伝えている。 

 

⑦ 以前と比べて、自分で考えて学習に取り組

むことができる。 

 

⑥ 自分や友達を大切に思う言葉や行動が見ら

れるようになっている。 

⑤ 運動したり、手洗い・うがいをしたりして、
健康に気を付けている。 

 

③ たてわり活動（日々の清掃やたてわりお

楽しみタイム等）を通して、他の学年の子
達とも仲良く交流していると言っている。 

 

保護者の回答 
％ 

教職員の回答 

⑨ 学校だよりやホームページは保護者、地域に学校
教育を知らせるのに役立っている。 


